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最新号・バックナンバー

Q1 研究者を目指したきっかけは？
A1「火の鳥」の壮大な世界観に心奪われ
　幼少期から、地球や宇宙などに漠
然と興味がありました。特に、手塚治
虫の「火の鳥」に夢中になり、過去と
現在が交錯する壮大な世界観に心
を奪われました。高校では自然科学
を学びたくて理系を選びましたが、
選択科目ではあえて物理を選び、生
物は自分で勉強しました。
　大学でこそ地学を学ぼうと、地球
科学を専攻しました。研究室選択の
際には、フィールドワークができ、か
つ生き物に関われる古生物学・古環
境科学の研究室を選びました。そこで

「浮遊性有孔虫」という海を漂う単細
胞生物の化石の研究に出会い、以来
このテーマで研究を続けています。
　炭酸カルシウムの殻を持つこの生
物は、化石として地層に残るため、白
亜紀の地層からも見つかります。修士
課程の時に、有孔虫に「光共生」という
生態があることを知り、興味を惹

ひ
かれ

ました。光共生とは、光合成をする微
細藻類を細胞内に共生させることで
す。化石からも共生の痕跡を探ること

はできますが、光共
生という現象そのも
のの理解を深めるた
め、現生の有孔虫を
扱うようになりました。

Q2 現在取り組んでいる研究は？
A2 光共生の進化史や制御遺伝子の特定
　多くの有孔虫は細胞内に微細藻類
をすまわせています。宿主の有孔虫
も共生藻もそれぞれ単細胞でありな
がら、共生藻は光合成で作った有機
物を有孔虫に渡し、有孔虫は代謝産
物を共生藻に提供する光共生の関
係を築いています。
　研究を進める中で、放散虫という別
のプランクトンでも、有孔虫の共生藻
と同一の藻類を共生させていると報
告されていることがわかりました。私
は、共生藻を介して異なる種類のプラ
ンクトンがつながり、目に見えないネッ
トワークが海の中に形成されている
のではないかと考え、このネットワー
クの全貌を解き明かすことを目指し
ています。最近では、浮遊性有孔虫に
おける光共生の進化史を解明し、強
固なパートナーシップが長い進化の
中で形成されてきたことを示しました。

　また、光共生を制御する遺伝子の
特定にも取り組んでいます。浮遊性
有孔虫の遺伝子発現解析は世界でも
ほとんど例がなく、RNAの抽出方法
を検討するところから始めましたが、
現在は遺伝子を解析するためのデー
タを得るところまで進んでいます。

Q3 研究者を目指す人にメッセージを
A3 手法を限定せず、挑戦を続ける
　今でも忘れられない運命的なエピ
ソードがあります。修士課程の時に、
当時読んで感銘を受けた論文の著
者である米スクリプス海洋研究所の
リチャード・ノリス氏が率いる研究航
海に参加する機会を得たのです。
　船上で自分の研究を発表する機
会があり「あなたの論文を読んで、こ
の研究を始めた」とノリス氏に伝えた
ところ、若い研究者にインスピレー
ションを与えられたことを心から喜
んでくれました。私もいつか若い研
究者の道しるべのような存在になれ
たらうれしいですね。
　有孔虫の光共生は、世界でも研究
者の少ない分野です。見つけた現象
の多くが「世界初」の発見になるのが
醍
だい

醐
ご

味
み

です。私は、出会いを大切に
することで、熱中できる研究対象に
出会えました。研究手法を限定せず、
必要だと思えば何でも試してきまし
た。有孔虫は、化石になっても、生き
ている姿も、とても美しいです。顕微
鏡の向こうに広がる小さな宇宙の美
しさに、今日も心を奪われながら挑
戦を続けています。（TEXT：畑邊康浩）
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